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もうすぐ、電波の日と情報通信月間です！
MIC NEWS 02

マイナポイントの申込期限は 9 月末まで！
MIC NEWS 03

災害時でも安心！ ワイド FM、知っていますか？
MIC NEWS 04

2023 年 6 月「経済構造実態調査」実施のお知らせ
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いつでも･どこでも･だれでも
アマチュア無線の交信体験ができるようになりました !
マイナンバーカードの活用事例を紹介！
香川県土庄町

広報誌を
スマホなどで
閲覧できます
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富士市大淵地区の「大淵笹場」は、
富士山と茶畑の絶景スポット。毎年、5 月のお茶の季節になると、
全国各地から多くのカメラマンが撮影に訪れます。

表 紙 の 写 真>> >>

Ⓒ DLE

地域を変える新しい力

地域おこし地域おこし
協力隊協力隊

地域おこし協力隊として
活躍する皆さんに、

地域での活動や生活の様子
などをうかがいます。

Vol.2

体
操
の
楽
し
さ
を

市
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い ジュニアクラブで指導にあたる松本さん。

　加茂市には最初、市内にある新潟経営大学への進学で来ました。3歳から体操を続けてきたので、大学でも体操競技部に所属し、4年間体操に打ち込みました。卒業後は東京の建築資材メーカーに就職をしたのですが、ずっと体操を仕事にしたいという思いと、住むなら自然豊かで生活しやすい加茂市がいいなという思いがあって。そんなとき、加茂市で地域おこし協力隊を募集していることを知り、応募しました。

地域おこし協力隊に応募したきっかけは ?
Q

新潟県　加茂市
松本悠雅さん

●令和 4年 1月着任　●大阪府出身

4 ～ 5 月に開催される「雪
椿まつり」では、加茂川
にたくさんの鯉のぼりが泳
ぐ。上はまつりの安全祈願
をする松本さん（いずれも
令和 4 年の様子）。

地域おこし協力隊とは、都市地域から人口減少や高齢化等の進行が著しい地域に移住して、地域ブランドや地場産品の開発・販売・PR 等の地域おこし支援や、農林水産
業への従事、住民支援などの「地域協力活動」を行いながら、その地域への定住・定着を図る取組です。隊員は各自治体の委嘱を受け、任期は概ね 1 年以上、3 年以内です。
総務省では、隊員数を令和 8 年度までに 10,000 人に増やすという目標を掲げており、この目標に向け、地域おこし協力隊等の強化を行うこととしています。

　50 年以上続く加茂市の「雪椿
まつり」では今年、モンスターボッ
クスチャレンジを企画しました。
こうした体操のイベントは、今後
も続けていきたいです。
　地域おこし協力隊の任務が終了
した後は、市内に体操クラブを開
くなどで、体操の活性化と市民の
皆さんの健康増進に役立ちたいと
考えています。

今後の目標は？Q

市民の健康増進の取組は、加茂市の総合計画でも
重点が置かれているため盛んだ。

　加茂市の皆さんは親しみやすく、活
発な印象です。大学生の頃からお世話
になっている方もたくさんいらっしゃ
います。
　また、市のイベントが比較的多いこ
ともあり、市民の皆さんと交流する機
会も多く、お子さんやシニアの方まで
幅広く親しくできたりして毎日が充実
しています。
　加茂市は自然がすばらしく、加茂川
はすごくきれいです。

加茂市に
暮らしてみた印象は？Q

　スポーツ振興課
の任務で、同市の

加

茂勤労者体育セン
ターに勤務してい

ま

す。体操トレーニ
ングセンターの管

理

から、トレーニン
グ指導の資格を生

か

して、ジュニアク
ラブの指導、健康

増

進イベント等の企
画・運営などを行

っ

ています。

　子どもたちの笑
顔には癒やされま

す

し、私が体操にか
かわることで一人

で

も多くの子が体操
を好きになってく

れ

るとうれしいです
。

　体操を通じて、
加茂市に貢献でき

る

ような活動をして
いきたいです。

地域おこし協力隊として

どんな活動を
していますか？Q
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最新話『プロバイダ責任制限法』の改正で発信者の特定に
　　　　　　　　　　　　　　　　　関する手続が簡単に！

特設サイトでは、
最新話の公開にあわせて新しいコンテンツも追加▶

安心・安全なインターネット利用に
 関する最新コンテンツをご紹介!

安心・安全なインターネット利用に関する最新コンテンツをご紹介！

▶今回のアニメーション動画では、2022年 10 月に
施行された改正プロバイダ責任制限法によって、
SNS 等での誹謗中傷をした者の情報開示の裁判
手続がより簡易になったことをわかりやすく解説
しています。

特 集
1

特 集
1

誰もが平和に暮らせる社会を作るため、世界征服を目指す悪の秘密結社「鷹の爪団」と、
愛と平和に満ちた安心・安全なSNSライフの伝道師「ハートきゅん」が再びコラボレーション！
社会問題化しているSNS等における誹謗中傷について、あなたも考えてみませんか？

動画は
こちらから！

と
コラボ！

Ⓒ DLE

▶アニメーション動画の内
容をさらに簡潔にわかりや
すくまとめた漫画をスマー
トフォン等、様々な媒体で
読みやすい形で掲載してい
ます。

漫 画

昨年度公開した
アニメーション動画（計４話）も

引き続きご覧いただけます

こちらも特設サイトをチェック！

▶あなたのイライラしていることやイヤだ
と思っていることなどを、特設サイト上の
SNS投稿画面風のコンテンツに書き込む
と、鷹の爪団やハートきゅんから愛のあ
る返信が届きます。

鷹の爪団と
ハートきゅんの
愛のリプライ

［ 1 ］
「鷹の爪団の
 #NoHeart
 NoSNS大作戦」
 アニメーション
 動画の最新話
 を公開中！
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［ 2 ］インターネットトラブル事例集（2023 年版）

▲▶青少年の方にもインターネット上のトラブルを自分ごととして考えてもらえるよ
う従来の内容をマンガで表現！最新のトラブル事例もわかりやすく解説しています。

総務省では、インターネットに関する実際に起きた
最新のトラブル事例を踏まえ、その予防方法等をまとめた

「インターネットトラブル事例集」を毎年作成し、公表しています。
この度、子育てや教育の現場でご活用いただくために、
内容をさらに充実させた 2023 年版を公表しました！

「インターネットトラブル事例集（2023 年版）」では、ニュー
ス等でも大きく取り上げられているいわゆる「闇バイト」を
始めとした様々なトラブル事例と、その解決に向けたヒン
トをこども向けにわかりやすくマンガやイラストを用いて
解説しています。

授業等でもご活用いただけるような参考資料も総務
省ウェブサイトに掲載しております。

「インターネットトラブル事例集
（2023 年版）」には、保護者や教
職員の方にもご活用いただけるよ
う、こどもの年齢に合ったネット利
用環境、小中高生の ICT 利活用、
成年年齢の引下げに当たって学ん
でおきたいこと等の内容に関する
参考資料も収録しています。

ダウンロード URL

インターネットトラブル事例集
ダウンロードページ

「上手にネットと付き合おう！
  ～安心・安全なインターネット
  利用ガイド～」のインターネッ
  トトラブル事例集ページ

https://www.soumu.go.jp/main_
sosiki/joho_tsusin/kyouiku_joho-
ka/jireishu.html

https://www.soumu.go.jp/use_the_
internet_wisely/trouble/

2

1

1

3

インターネットトラブル事例集関連コンテンツ

https://www.soumu.go.jp/use_the_
internet_wisely/trouble/

保護者や教職員の方にもご活用いただける参考資料

授業等でご活用
いただける教職員の方
向けの参考資料

「上手にネットと付き合おう！
  ～安心・安全なインターネット
  利用ガイド～」のインターネッ
  トトラブル事例集ページ

収録内容をスマートフォン等の様々な端末でも閲覧し
やすい形で総務省のウェブサイトに掲載しています。

2

https://www.soumu.go.jp/use_the_
internet_wisely/trouble/

スマホや
タブレット端末でも
閲覧しやすい形式

「上手にネットと付き合おう！
  ～安心・安全なインターネット
  利用ガイド～」のインターネッ
  トトラブル事例集ページ

特 集
1 安心・安全なインターネット利用に関する最新コンテンツをご紹介！
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総
務
省
は
、
現
下
の
重
要
課

題
に
的
確
に
対
応
し
つ
つ
、
経

済
再
生
と
財
政
健
全
化
の
両
立

を
実
現
す
る
と
い
う
政
府
方
針

の
下
、
令
和
５
年
度
総
務
省
所

管
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

本
予
算
に
よ
り
、
総
務
省

は
、
①
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
デ

ジ
タ
ル
基
盤
整
備
な
ど
（
上
記

Ⅰ
関
連
）、
②
国
際
連
携
の
強

化
・
経
済
安
全
保
障
の
推
進
な

ど
（
上
記
Ⅱ
関
連
）、
③
国
土

強
靱
化
の
推
進
、消
防
防
災
力
・

地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
（
上

記
Ⅲ
関
連
）、
④
地
方
の
一
般

財
源
総
額
の
確
保
等
な
ど
（
上

記
Ⅳ
関
連
）、
⑤
行
政
運
営
の

改
善
を
通
じ
た
行
政
の
質
の
向

上
、
E
B
P
M
の
推
進
及
び

基
盤
と
な
る
統
計
の
整
備
な
ど

（
上
記
Ⅴ
関
連
）
を
行
い
ま
す
。

　　  　　令 和５年 度

総務省所管予算の概要
総 務 省 予 算 5 つ の 柱

特

特

集

集

2

2 令 和 5 年 度  総 務 省 所 管 予 算 の 概 要

（1）デジタルインフラの整備
　　 （光ファイバ・5G など）

（1）自治体 DX の推進（自治体 DX 推進
　　 計画の改定、自治体情報システム標
　　 準化・共通化の推進等）

（3）Beyond 5G(6G) 技術戦略の推進

（4）デジタル技術を活用した郵便局と
　　 地域との連携促進

（4）量子・AI 等の研究開発

（5）地域のデジタル基盤の活用の推進

（5）深紫外LEDの応用・社会実装加速化

（6）郵便局の取得・保有するデータの活用推進

（6）電波の有効利用促進

（7）情報銀行の活用促進

（2） マイナンバーカードの円滑な
　　 交付体制の確保・利便性の向上

（2） 消防防災分野の DX の推進

（3） 医療の情報化の推進

68.3 億円

3.9 億円

150.0 億円

1.2 億円

403.2 億円

1.4 億円

― 億円

〔1.2 億円〕

389.8 億円

― 億円

707.6 億円

0.04 億円

5.5 億円

デジタル変革への対応、グリーン化の推進、
活力ある地域づくり

ハード・ソフトのデジタル基盤整備

デジタル実装による課題解決

1,718.9 億円

12.0 億円

1．

2．

総
務
省
の
予
算
っ
て

い
く
ら
あ
る
の
？

今
年
度
に
お
い
て

新
た
に
始
め
る

案
件
は

何
が
あ
る
の
？

　

総
務
省
予
算
の
う
ち
、

一
般
会
計
は
16
兆
8,
6
2
5
億
円
で
あ
り
、
こ
れ

は
国
の
予
算
の
約
14
·
7
％
を
占
め
る
額
で
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
（
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別

会
計
）
は
6
2
6
億
円
で
す
。

今
年
度
の
新
規
施
策

に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

○ハード・ソフトの
　デジタル基盤整備
　●量子インターネット
　   実現に向けた要素
　   技術の研究開発
　　　　              など

そ
れ
で
は
、

令
和
５
年
度

総
務
省
所
管
予
算
か
ら
、

総
務
省
が
ど
の
よ
う
な

取
組
を
行
う
の
か
、

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

（財務省ホームページ掲載資料を基に総務省において作成）

令和５年度一般会計歳出概算所管別内訳

※令和４年度補正予算により措置

※

※

IIIIIIIIIIIIIVIVVV

デ
ジ
タ
ル
変
革
へ
の
対
応
、

グ
リ
ー
ン
化
の
推
進
、

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

内
外
の
環
境
変
化
へ
の
対
応

防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
の
推
進
に
よ
る

安
全
・
安
心
な
く
ら
し
の
実
現

感
染
症
へ
の
対
応
、
持
続
可
能
な

地
域
社
会
の
実
現
等
を
支
え
る

地
方
行
財
政
基
盤
の
確
保

持
続
可
能
な
社
会
基
盤
の
確
保

I

（5）デジタルの活用による
　　 行政相談手段の多様化

（1）統計人材の確保・育成

（2）テレワークの推進

（3）高齢者等に向けたデジタル活用支援の推進

（4）デジタル・シティズンシップの総合的な推進

（6） 情報バリアフリーの促進に
　　 向けた字幕番組の制作促進

〔6.9 億円の内数〕
0.9 億円

2.6 億円

3.9 億円

0.3 億円
6.4 億円

デジタル人材の育成・確保、誰一人取り残さないための取組3． 14.0 億円

Q

Q

A

A

※令和４年度第２次補正予算により措置

※令和４年度第２次補正予算により措置
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総務省は、これらの取組を
着実に進めてまいります。

特 集 2 令 和 5 年 度  総 務 省 所 管 予 算 の 概 要

（5）サテライトオフィスの
　　 マッチング支援

（3）Open RAN 等の 5G、光海底ケーブル、　　 
　　 ICT ソリューション、放送コンテンツ、
　　 郵便、消防、行政相談、統計等の海外展開

（3）放送・通信ネットワークの強靱化

（3）東日本大震災に係る地方の復旧・復興
　　 事業等の事業費及び財源の確実な確保

（3）政策の効果検証（EBPM）の推進
　　 による各府省の政策立案等の支援

（3）政策の効果検証（EBPM）の推進
　　 による各府省の政策立案等の支援
　　 （再掲）

（3）デジタル・シティズンシップの
　　 総合的な推進（再掲）

（7）消防防災分野における女性の活躍推進

（9）G7 広島サミットにおける
　　 消防・救急体制等の整備

（2）サイバー攻撃への自律的な
　　 対処能力の向上（人材育成 、
　　 研究開発、情報分析・共有基盤）

（2）デジタル時代の放送制度の検討

（1）集中的な統計改革の推進（総合的品質管理の推進（デジタル化など）、統計データの利活用促進等）

（1）分散型エネルギーシステムなどの
　　 地産地消の取組の促進

（2）地域の経済循環を担う地域密着型
　　 企業の立ち上げ促進やローカル
　　 スタートアップの推進

（4）地域の経済循環を担う地域密着型
　　 企業の立ち上げ促進やローカル
　　 スタートアップの推進（再掲）

（1）地域おこし協力隊等の充実

（1）DFFT の具体的推進に向けた
　　 国際的なルール作り

（1）被災地方団体への人的支援の推進

（1）多様な広域連携の推進

（1）ユニバーサルサービスの確保

（1）受給者の生活を支える恩給の支給

（1）地方の一般財源総額の確保

（1）行政機関等に共通する基本的な法制度、
　　 独立行政法人制度の運営・改善

（1）住宅・土地統計調査等の統計の
　　 整備による社会・経済実態の把握

（1）民主主義の担い手である若年層を　　 
　　 はじめとした有権者に対する　　 
　　 主権者教育の推進

（1）消防防災分野の DX の推進（再掲）

（3）常備消防等の充実強化

（5）火災予防対策の推進

（6）地方公共団体の災害対応能力・
　　 国民保護体制の強化

（1）電気通信事業者による積極的
　　 サイバーセキュリティ対策の推進

（1）通信サービス等における安心・安全な利用
　　 環境の整備（誹謗中傷・利用者情報等）

（2）関係人口の創出・拡大

（2）デジタルインフラの安全性・信頼性確保

（2）ケーブルテレビの光化による耐災害性強化

（2）基地交付金・調整交付金の確保

（2）国の行政の業務改革の推進等

（2）ビッグデータ活用の環境整備や
　　 試行的成果の検証

（2）投票しやすい環境の一層の整備

（1）政党交付金

（4）各府省の行政運営の改善に関する
　　 調査及び行政相談の充実・強化

（2）緊急消防援助隊の充実強化

（4）消防団や自主防災組織等の充実強化

（3）自治体におけるデジタル人材の
　　 確保・定着支援事業

（7）過疎法に基づく過疎対策の推進

（8）スマートシティの推進

（6） 地域コミュニティを支える
　　 地域運営組織への支援

0.1 億円

73.5 億円

13.4 億円

935.0 億円

1.6 億円の内数

〔1.6 億円の内数〕

〔0.3 億円〕

0.4 億円

8.2 億円

35.8 億円

1.8 億円

5.4 億円

5.8 億円 〔5.8 億円〕

〔5.8 億円〕

3.1 億円

24.6 億円

0.1 億円

0.3 億円

1.2 億円

897.4 億円

185,780.0 億円

0.9 億円

126.2 億円

1.8 億円

〔0.04 億円〕

15.3 億円

2.0 億円

6.7 億円

― 億円

4.8 億円

0.5 億円

0.7 億円

9.0 億円

375.4 億円

0.6 億円

0.2 億円

0.5 億円

315.4 億円

6.9 億円

51.6 億円

7.5 億円

0.8 億円

8.0 億円

4.0 億円

0.3 億円

内外の環境変化への対応

防災・減災、国土強靱化の推進による
安全・安心なくらしの実現

感染症への対応、持続可能な地域社会の実現等を
支える地方行財政基盤の確保

持続可能な社会基盤の確保

関係人口の拡大と個性を活かした地域づくり

国際連携の強化・経済安全保障の推進

国土強靱化の推進

感染症を踏まえた国と地方の連携推進・新たな役割分担等

郵政事業のユニバーサルサービスの充実

恩給の適切な支給

地方の一般財源総額の確保等

行政運営の改善を通じた行政の質の向上

EBPM の推進及び基盤となる統計の整備

主権者教育の推進と投票しやすい環境の一層の整備

その他の主要事項 消防防災力・地域防災力の充実強化

サイバーセキュリティの確保

デジタル変革に対応した情報通信に関する制度の見直し

集中的な統計改革の推進

脱炭素の一層の取組 5.8 億円

5．

6．

10．

12．

14．

15．

13．

16．

17．

18．

19． 11．

7．

8．

9．

4．

II

III

IV

V

16.9 億円

98.8 億円

22.7 億円

0.3 億円

1.2 億円

897.4 億円

187,090.4 億円

10 億円

126.3 億円

2.3 億円

315.4 億円 99.0 億円

35.8 億円

6.6 億円

5.4 億円

（4）L アラートの活用推進

（8）科学技術の活用による消防防災力の強化 （10）被災地における消防防災力の充実強化

0.1 億円

4.7 億円 2.5 億円

※

※令和４年度第 2 次補正予算により措置
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龍
りゅう

巌
が ん

淵
ぶ ち

富士川楽座、
富士山
こどもの国

富士川楽座、
富士山
こどもの国

つけナポリタンつけナポリタン

岳南電車岳南電車

龍
りゅう

巌
が ん

淵
ぶ ち

富士市サイクル
ステーション
富士市サイクル
ステーション

かぐや姫ミュージアムかぐや姫ミュージアム

日本三
大だるま市

毘沙門天大祭毘沙門天大祭

田子の浦の
夜景

田子の浦の
夜景

田子の浦の
しらす

田子の浦の
しらす

富士山の風景富士山の風景

ビュ
ーポイントがたくさん

Fuji-shi

富
士
市

 

静
岡
県

人口：248,765人
　　　　（令和 5 年 3月1日）
面積：244.95㎢

市民の花：バラ
市民の木：クスノキ
URL　https://www.city.fuji.shizuoka.jp

ブランドメッセージに
込めた思い

線
、
東
海
道
新
幹
線
、
東
名
・
新
東
名
高

速
道
路
、
国
道
１
号
は
日
本
の
経
済
社
会

を
支
え
る
東
西
交
通
の
動
脈
網
を
形
成
し

て
い
ま
す
。

　

交
通
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
に
加
え
て
世
界

遺
産
の
富
士
山
や
富
士
川
、
大
棚
の
滝
、

浮
島
沼
な
ど
多
様
な
自
然
環
境
、
さ
ら
に

温
暖
な
気
候
に
も
恵
ま
れ
、
暮
ら
し
や
す

い
富
士
市
は
、
浜
松
市
、
静
岡
市
に
次
ぐ

県
内
3
位
の
人
口
規
模
を
誇
り
、
移
住
先

と
し
て
も
人
気
で
、
近
年
は
テ
レ
ワ
ー

カ
ー
に
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

静
岡
県
東
部
に
位
置
す
る
富
士
市
は
、

日
本
最
高
峰
の
富
士
山
と
水
深
２
５
０
０

m
と
日
本
一
深
い
湾
で
あ
る
駿
河
湾
を

あ
わ
せ
持
つ
ま
ち
で
す
。

　

富
士
山
の
恵
み
で
あ
る
豊
富
な
水
資
源

は
田
畑
を
潤
わ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
木
材

の
供
給
地
の
近
さ
も
あ
い
ま
っ
て
製
紙
産

業
の
隆
盛
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
全
国
有

数
の
「
紙
の
ま
ち
」
で
あ
る
富
士
市
は
化

学
や
輸
送
用
機
械
な
ど
の
工
場
も
立
地
す

る
県
内
有
数
の
産
業
拠
点
で
す
。

　

ま
た
市
域
を
横
断
す
る
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本

交
通
の
便
に
恵
ま
れ
た
「
紙
の
ま
ち
」
で
進
む

先
進
的
な
テ
レ
ワ
ー
ク
の
取
組

富士市長　小
こ

長
なが

井
い

義正

浮島ヶ原近くにある水田は 4 月中旬、レン
ゲソウの赤いじゅうたんに。雪を頂く富士山
と新幹線、花々が織りなす絶景が現れる。

数十万の人々で賑わう 1 月の香久山妙法寺
の毘沙門天大祭では、高崎（群馬県）、深大寺

（東京都）と並び称されるだるま市が開かれる。

地域の歴史や文化を紹介する「富士山かぐや
姫ミュージアム」。地域に伝わる富士山に帰
るかぐや姫の物語を展示。観覧料は無料。

休憩・交流スペース、シャワールームなどを
備えた「富士市サイクルステーション」。レ
ンタサイクルのほかライドイベントを実施。

富士市内の JR 東海道線吉原駅から岳南江
尾駅までの 10 駅を約 20 分で運行する岳
南電車。レトロな駅舎や車両が人気。

GI（地理的表示）保護制度に登録さ
れた「田子の浦のしらす」。傷つ
けにくい一艘曳（び）きという漁法
で獲るうえ、漁場が近く、鮮度抜群。

吉原商店街発祥の「つけナ
ポリタン」。トマトベースに
鶏ガラなどを合わせたスー
プに麺をつけて。トッピン
グのアレンジも楽しい。

海
岸
か
ら
日
本
最
高
峰峰
の
山
ま
で

川
と
海
に
囲
ま
れ
た
地
で
農
水
産
物
も
豊
富

全駅か
ら富士山が望める

富士
市の歴史や文化が分かる

潤井川の龍巌淵。左岸 250m にわたって地元の住民が植えた桜
並木が続く。滝戸橋は桜と川面、富士山を望めるビュースポット。

甘くて新鮮

絶景スポット

ファミリ
ーに人気

全国工場夜景都市協議会に参加する富士市。
平成 28 年に全国工場夜景サミットを開催
し、「富士山と工場夜景」を PR した。

万葉
集にもうたわれた

愛称は
「ふじクル」

市内
に40店舗以上

高速道路と一般道路か
らアクセスできる道の
駅「富士川楽座」には観
覧車を併設（上）。自然
あふれる公園「富士
山こどもの国」。広さ
94.5ha。（下）。

まちのブランドメッセージ「いただきへの、はじまり　富士
市」は、日本最高峰の山（いただき）から海岸線（はじまり）
までを市域とする唯一のまちという本市の魅力を表わすもの
であり、同時に、自らの「頂」を見すえながら歩む市民で
あふれるまちにしたい、という思いも込めたものです。本市
はこうした皆さんをまち全体で応援する事業を展開していま
す。
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
選
定
さ
れ
た
富
士
市
は
、市
民
、企

業
、団
体
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
を

目
指
し
て
協
働
す
る
場
と
し
て
令
和
４
年
３
月
に
「
富
士
市

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
共
想
・
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」を
発
足
し
ま

し
た
。二
者
以
上
の
協
働
に
よ
り
社
会
や
地
域
の
課
題
解
決

を
図
る
取
組
を
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
定
義
し
、プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
へ
の
登
録
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
創
出
・
拡
大
に
向
け
て
、官
民
連

携
の
き
っ
か
け
と
し
て
約
１
０
０
の
市
の
行
政
課
題
を
公
開

し
、民
間
提
案
を
随
時
受
け
付
け
る
ほ
か
、民
間
同
士
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
市
内
外
の
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
る
有
望

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
「
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
３
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
エ
ッ

グ
」と
し
て
市
が
認
定
し
、補
助
制
度
に
よ
り
応
援
し
ま
す
。

８
月
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
活
性
化
、

行
政
経
営
を
柱
と
す
る
「
富
士
市
デ
ジ
タ

ル
変
革
宣
言
」
を
行
い
、
そ
の
主
要
な
取

組
と
し
て
「
テ
レ
ワ
ー
ク
先
進
都
市
の
実

現
」
を
位
置
付
け
、
令
和
３
年
３
月
に
は

具
体
的
な
取
組
を
示
し
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
富
士
市
で
は
「
令
和
７
年
度
に
テ

レ
ワ
ー
ク
が
勤
務
形
態
の
一
つ
と
し
て
定

着
す
る
」
と
い
う
ゴ
ー
ル
を
設
定
し
た
職

員
の
テ
レ
ワ
ー
ク
で
培
っ
た
知
見
を
生
か

し
、
市
内
の
事
業
所
の
支
援
、
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設
や
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
施
設
の
立
地
補
助
、
兼
業
・

副
業
Ｄ
Ｘ
人
材
の
呼
び
込
み
と
い
っ
た
事

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

C
N
F
は
環
境
負
荷
が
小
さ
く
、
軽
量
・

高
強
度
・
高
分
散
性
な
ど
の
優
れ
た
特
性

を
も
ち
、
富
士
市
は
C
N
F
を
用
い
た

製
品
な
ど
を
「
F
C
N
F
ブ
ラ
ン
ド
」

と
し
て
認
定
し
て
普
及
啓
発
や
関
連
産
業

の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
富
士
市
で
は
多
種
多
様
な

農
産
物
が
生
産
さ
れ
て
お
り
、
ほ
う
じ
茶

や
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
、
富
士
梨
、
と
う
も

ろ
こ
し
、
落
花
生
な
ど
の
返
礼
品
も
用
意

し
て
い
ま
す
。

　

富
士
市
は
平
成
24
年
度
に
庁
内
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
無
線
化
し
、
平
成
25
年
度
に
職

員
に
貸
与
す
る
端
末
を
ノ
ー
ト
型
Ｐ
Ｃ
に

切
り
替
え
る
こ
と
で
庁
内
ど
こ
で
も
仕
事

が
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
し
た
。
ま
た
、

令
和
２
年
４
月
に
、
職
員
の
テ
レ
ワ
ー
ク

に
も
対
応
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
実
践
を
踏
ま
え
、
令
和
２
年

　

製
紙
産
業
が
集
積
す
る
富
士
市
の
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
人
気
を
集
め

て
い
る
の
が
、
国
内
屈
指
の
シ
ェ
ア
を
誇

る
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
家
庭
紙

で
す
。

　

さ
ら
に
、「
紙
の
ま
ち
」
な
ら
で
は
の

珍
し
い
返
礼
品
と
し
て
、
植
物
の
成
分

で
あ
る
セ
ル
ロ
ー
ス
を
細
か
く
解
き
ほ

ぐ
し
た
繊
維
状
の
物
質
で
あ
る
C
N
F

（
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
）
と
い

う
新
素
材
を
用
い
た
製
品
が
あ
り
ま
す
。

富士市の取組

富士市の取組

01

02
3
層
か
ら
な
る「
富
士
市
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
共
想・

共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」を
発
足

「
テ
レ
ワ
ー
ク
先
進
都
市
の
実
現
」を
目
指
す

「
富
士
市
デ
ジ
タ
ル
変
革
宣
言
」テ

レ
ワ
ー
ク
の
推
進

S
D
G
s
未
来
都
市

モバイル Wi-Fi ルータを用意し、
職員のテレワークを実現。職員に
貸与する端末で利用可能とした。

富士山の山麓の農家が統一栽培で生産し、朝採りで収穫す
る「富士山麓わくわくコーン」。１本約 350 ｇ～ 400 ｇ。
蜜のように甘みが強く、コクがある。皮はとても柔らか。

　ICT企業の東京都のオフィスで働きな
がら、自然豊かな所に住みたい、と思っ
ていた金澤有沙さんはコロナ禍で在宅勤
務が始まったことから昨年、移住。「富
士市の先導的テレワーク移住者支援補助
金で引っ越し費用などが出ました。同じ
家賃で5倍の広さの物件に住めていま
す」。たまの通勤も新幹線で座って出社
できるのでむしろ楽という。

　広島県のお好み焼きの聖地「お好み
村」で30年間、営業していた井石泰
治さんと和子さんのご夫婦は令和2年
の冬、結婚して富士市に転居した娘さ
んを訪ねました。富士山の美しさに感
動した泰治さんは「娘の近くに住みた
い」と言う奥さんと移住を決断。令和
3年に JR身延線柚木駅近くに「広島
お好み焼　久

きゅう

ちゃん」を開店しました。

テレワーク移住者・
金澤有

あり

沙
さ

さん

わたしたち

食材を広島から取り寄せる
こだわりの店

静岡県　富士市

「SDGs 共想・共創プラットフォーム」は情報収集や
活動に参加する「共想」、自ら活動を主催する「共創」、

「富士市から世界を変える」の 3 段階からなり、あら
ゆる人が参加できる。

市内各所にコワーキン
グスペースがある。写
真は新幹線新富士駅構
内の「WORX 新富士」

（ワークス新富士）」。

自動車関連製造の株式
会社ダイワ・エム・ティ
のリモート活動を支
援。出張経費が削減さ
れ、利益率が向上した。

富士市の取組

03
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
C
N
F
な
ど

富
士
市
な
ら
で
は
の
返
礼
品

ふ
る
さ
と
納
税

休日はキャンプや
山登り、

パラグライダーを
楽しんでいます

本場の味を
お楽しみ
ください

登録されたプロジェクトの１つ「まち
ぐる Me」では、「食品ロス」「地域の担
い手不足」の両課題を同時に解決する。

市内の各事業者
が生産するトイ
レットペーパー
は人気の返礼品
に。

新素材 CNF を用いたペーパーコンテナー。
市内の株式会社大昭和加工紙業が開発。

富士市に移住しましたテレワーク移住者にも優しいまちです

店主の
井石泰治さんと
和子さん

広島から麺やネギ、牡蠣などを取
り寄せている。
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総
務
省
は
、第
73
回
「
電
波
の
日
」（
６

月
１
日
）
お
よ
び
第
39
回
「
情
報
通
信
月

間
」（
５
月
15
日
か
ら
６
月
15
日
ま
で
）

に
あ
た
り
、
電
波
監
理
、
電
波
利
用
ま
た

は
情
報
通
信
の
発
展
に
貢
献
し
た
個
人
お

よ
び
団
体
に
対
し
て
、
総
務
大
臣
、
情
報

通
信
月
間
推
進
協
議
会
会
長
か
ら
表
彰
を

行
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
本
年
の
情
報
通
信
月
間
の
テ
ー

マ
は
、「
デ
ジ
タ
ル
化
、
変
え
よ
う
「
く

ら
し
」
と
「
仕
事
」
の
仕
組
み
」
で
す
。

　

総
務
省
と
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組

を
通
じ
て
、
情
報
通
信
の
発
展
が
人
々
の

利
便
性
を
高
め
、
経
済
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
国
民
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
を
求
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
　

　

　

昭
和
25
年
６
月
１
日
に
、
電
波
法
、
放

送
法
が
施
行
さ
れ
電
波
の
利
用
が
広
く
国

民
に
開
放
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し

て
、
広
く
国
民
全
体
の
電
波
に
関
す
る
知

識
の
普
及
・
向
上
と
、
電
波
利
用
の
発
展

に
役
立
つ
よ
う
、
６
月
１
日
を
電
波
の
日

と
し
て
制
定
し
た
も
の
で
す
。

　
　

　

　

昭
和
60
年
４
月
の
情
報
通
信
の
制
度
改

革
を
機
に
、
情
報
通
信
の
普
及
・
振
興
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
５
月
15
日
か
ら
６
月
15
日
の
期
間
中

は
、
全
国
各
地
で
様
々
な
行
事
を
実
施
し
、

豊
か
な
生
活
を
実
現
す
る
情
報
通
信
に
つ

い
て
広
く
国
民
の
皆
さ
ま
の
理
解
と
協
力

を
求
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

もうすぐ、電波の日と
情報通信月間です!

MIC NEWSMIC NEWS

01マイナポイントの
申込期限は
9月末まで!

MIC NEWSMIC NEWS

02
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
２
年
１
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
最

大
２
０
０
０
０
円
分
が
も
ら
え
る
「
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
」
の
対
象
と
な
る
カ

ー
ド
の
申
請
期
限
が
間
近
と
な
っ
た
２
月

末
に
は
申
請
が
急
増
し
、
過
去
の
最
大
件

数
を
大
幅
に
上
回
る
、
１
日
１
０
０
万
件

を
超
え
る
申
請
が
あ
り
、
３
月
31
日
時
点

で
の
カ
ー
ド
有
効
申
請
受
付
数
は
お
よ
そ

９
６
１
４
万
人
と
、
全
国
民
の
約
76
・
３

％
の
方
か
ら
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

カ
ー
ド
を
交
付
す
る
ま
で
に
通
常
よ
り

多
く
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
５
月
末
と
し
て
い
た
ポ
イ
ン
ト

申
込
期
限
を
４
か
月
延
長
し
、
９
月
末
ま

で
と
し
ま
し
た
。

　

ポ
イ
ン
ト
の
申
込
み
に
は
、
２
０
２
３

年
２
月
末
ま
で
に
申
請
し
た
カ
ー
ド
が
必

要
で
す
。
ポ
イ
ン
ト
申
込
期
限
の
９
月
末

間
際
に
は
、
窓
口
が
大
変
混
雑
す
る
こ
と

も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
住
ま
い
の
市

区
町
村
か
ら
交
付
通
知
書
が
届
い
た
ら
、

お
早
め
に
カ
ー
ド
を
受
け
取
り
に
お
越
し

下
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
み
に
は
ご
自

身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で
行

う
ほ
か
に
も
、
全
国
約
７
万
か
所
に
あ
る

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
手
続
ス
ポ
ッ
ト
で
申
込

み
を
行
う
こ
と
も
出
来
ま
す
。

(1)
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
申
込
む
場
合

　

i
P
h
o
n
e
を
ご
利
用
の
方
は
A
p
p 

S
t
o
r
e
で
、A
n
dro
i
d
を
ご
利
用

の
方
は
Ｇｏ
ｏｇ
ｌｅ
Ｐ
ｌａｙ
で
、「
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
」
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す

る
こ
と
で
、
ア
プ
リ
か
ら
申
込
む
こ
と
が

可
能
で
す
。
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
ア
プ
リ
の

対
応
機
種
は
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
Ｈ
Ｐ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

(2)
パ
ソ
コ
ン
か
ら
申
込
む
場
合

　

対
応
す
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

ー
を
ご
準
備
い
た
だ
き
、「
マ
イ
キ
ー
Ｉ

Ｄ
作
成
・
登
録
準
備
ソ
フ
ト
」
を
イ
ン
ス

ト
ー
ル
す
る
こ
と
で
申
込
み
が
可
能
で
す
。

(3)
手
続
ス
ポ
ッ
ト
か
ら
申
込
む
場
合

　

郵
便
局
や
セ
ブ
ン
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
ロ
ー

ソ
ン
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
な
ど
か
ら
申
込
む

こ
と
が
可
能
で
す
。
手
続
ス
ポ
ッ
ト
の
マ

ー
ク
が
目
印
で
す
。
手
続
ス
ポ
ッ
ト
は
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

と
っ
て
も
お
得
な
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
、

カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
た
方
は
ぜ
ひ
忘
れ
ず

に
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
み
を
！

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
最
後
の
延
長

９
月
末
ま
で

情
報
通
信
月
間
と
は
？

電
波
の
日
と
は
？

カ
ー
ド
の
受
け
取
り
は
お
早
め
に
！

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
方
法

情報通信月間の参加行事は
https://www.jtgkn.jp/

（情報通信月間ホームページ）を
ご覧ください。

お問い合わせ先

denpaÅQfaceÅQ04.eps

denpaÅQfaceÅQ04.eps

■ 電波の日・情報通信月間 表彰の様子

令和４年度電波の日・情報通信月間 記念中央式典

東北映像フェスティバル 2022 映像コンテスト第 37 回ブロードバンド特別講演会

※手続スポットでは、一部の市区町村を除き「公金受取口座の登録」は行えませんので、ご注意ください。
　公金受取口座のご登録については、ご自身の端末（PC、スマートフォン）でお手続きしていただくようお願いします。

表 彰 内 容
１「電波の日」総務大臣表彰　（個人／団体）
２「情報通信月間」総務大臣表彰　（個人／団体）
３ 情報通信月間推進協議会会長表彰
　　　　　　　 （志田林三郎賞／情報通信功績賞）

■ 昨年度情報通信月間の行事の様子

情報通信に係る放送とパネル展
および放送局見学会
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お
手
持
ち
の
ラ
ジ
オ
受
信
機
の
対
応
周
波

数
帯
域
を
是
非
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

こ
こ
数
年
は
地
震
や
豪
雨
災
害
等
、
大

き
な
被
害
を
伴
う
災
害
が
日
本
全
国
で
頻

繁
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
災

害
が
発
生
し
た
と
き
に
、
被
害
に
遭
わ
れ

た
方
々
が
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め

に
必
要
な
情
報
を
得
る
手
段
と
し
て
、
受

信
機
が
電
池
の
み
で
長
時
間
稼
動
す
る
ラ

ジ
オ
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

従
来
の
Ａ
Ｍ・Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
だ
け
で
は
な

く
、
ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
を
聴
取
で
き
る
端
末
が

あ
れ
ば
、
い
ざ
と
い
う
時
に
情
報
を
絶
え

ず
得
ら
れ
る
可
能
性
が
よ
り
一
層
高
ま
り

ま
す
。
日
常
か
ら
是
非
ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
を
聴

い
て
い
た
だ
き
、
災
害
等
の
不
測
の
事
態

が
起
き
た
と
し
て
も
、
支
障
な
く
ラ
ジ
オ

を
聴
け
る
よ
う
に
備
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

総
務
省
は
、
Ｆ
Ｍ
補
完
中
継
局
の
整
備

等
に
対
す
る
支
援
や
、
ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
の
認

知
度
を
上
げ
る
た
め
の
周
知
広
報
活
動
に

継
続
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
よ
り
ワ
イ
ド
F
M
の
周

知
広
報
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
全
国
の

Ａ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送
局
、
各
総
合
通
信
局
等

　

ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
（
Ｆ
Ｍ
補
完
放
送
）
と
は
、

Ａ
Ｍ
放
送
局
の
放
送
エ
リ
ア
に
お
い
て
、

難
聴
対
策
や
災
害
対
策
の
た
め
に
、
平
成

26
年
よ
り
Ｆ
Ｍ
放
送
用
と
し
て
使
用
可
能

と
し
た
周
波
数（
90
・
０
～
94
・
９
Ｍ
Ｈ
ｚ
）

を
加
え
た
Ｆ
Ｍ
放
送
用
の
周
波
数
（
76
・

１
～
94
・
９
Ｍ
Ｈ
ｚ
）
に
よ
り
Ａ
Ｍ
放
送

の
放
送
番
組
を
放
送
す
る
も
の
で
す
。

　

ラ
ジ
オ
放
送
の
音
質
は
、
ど
の
電
波
で

聴
い
て
も
変
わ
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？ 
実
は
、Ｆ
Ｍ
波
の
方
が
Ａ
Ｍ
波
よ

り
も
雑
音
が
入
り
に
く
く
、よ
り
ク
リ
ア
な

音
で
ラ
ジ
オ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

Ｆ
Ｍ
波
で
Ａ
Ｍ
放
送
が
聴
け
る
、
そ
れ

が
ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
で
す
。

　

ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
で
は
、
Ａ
Ｍ
波
で
電
波
が

届
き
づ
ら
い
建
物
の
中
や
高
層
ビ
ル
に
囲

ま
れ
た
場
所
、
Ａ
Ｍ
放
送
局
か
ら
の
距
離

が
遠
く
、
そ
の
上
、
山
な
ど
の
影
に
な
っ

て
い
る
場
所
で
も
、
F
M
波
で
Ａ
Ｍ
放

送
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
つ
ま
り
、
ワ
イ
ド
F
M
な
ら
今

ま
で
聴
こ
え
づ
ら
か
っ
た
場
所
ま
で
、
ラ

ジ
オ
に
と
っ
て
良
好
な
環
境
に
変
え
る
こ

で
の
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
の
掲
示
、
新
聞

広
告
へ
の
掲
載
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
総
務

省
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
る
Ｗ
ｅ
ｂ
動
画

配
信
等
を
通
じ
て
、
周
知
広
報
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
の
声
優
の

上う
え

坂さ
か

す
み
れ
さ
ん
に
出
演
い
た
だ
い
た
Ｗ

ｅ
ｂ
動
画
に
つ
い
て
は
、
視
聴
回
数
が
ロ

ン
グ
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
シ
ョ
ー
ト
バ
ー
ジ
ョ

ン
を
合
わ
せ
て
１
０
０
万
回
を
上
回
り
、

国
民
の
方
々
に
広
く
ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
を
周
知

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
は
、「
ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
な
ら

と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

Ａ
Ｍ
放
送
は
、
５
２
６
・
５ 

～

１
６
０
６
・
５
ｋ
Ｈ
ｚ
の
周
波
数
を
使
用

し
、
Ｆ
Ｍ
放
送
は
、
76
・
１
～
94
・
９
Ｍ

Ｈ
ｚ
の
周
波
数
を
使
用
し
ま
す
。
周
波
数

や
変
調
方
式
の
違
い
に
よ
り
、
電
波
の
届

く
範
囲
等
が
異
な
り
ま
す
。
特
に
音
質
は
、

Ａ
Ｍ
波
に
比
べ
て
Ｆ
Ｍ
波
は
雑
音
が
少
な

く
、
ク
リ
ア
な
音
で
放
送
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

Ａ
Ｍ
放
送
の
ア
ン
テ
ナ
は
、
送
信
周
波

数
と
の
関
係
か
ら
大
型
で
あ
り
、ま
た
、伝

導
率
の
高
い
土
地
（
多
く
の
水
分
を
含
ん

だ
土
地
）
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
海
や
河

川
の
近
く
の
広
い
土
地
に
設
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、

Ｆ
Ｍ
放
送
の
ア
ン
テ
ナ
は
基
本
的
に
は
高

層
建
築
物
や
山
頂
と
い
っ
た
高
所
に
設
置

さ
れ
る
た
め
、
津
波
や
洪
水
の
被
害
を
受

け
る
可
能
性
が
低
い
こ
と
も
特
徴
で
す
。

　

ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
を
聴
取
す
る
に
は
、
従
来

の
Ｆ
Ｍ
放
送
用
の
周
波
数
（
76
・
１
～

89
・
９
Ｍ
Ｈ
ｚ
）
に
加
え
て
、
平
成
26
年

よ
り
Ｆ
Ｍ
放
送
用
と
し
て
使
用
可
能
と
し

た
周
波
数
（
90
・
０
～
94
・
９
Ｍ
Ｈ
ｚ
）

に
対
応
し
た
ラ
ジ
オ
受
信
機
が
必
要
で
す
。

災
害
時
で
も
安
心
！
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

設
定
し
、
令
和
５
年
２
月
24
日
か
ら
同
年

３
月
31
日
ま
で
を
「
ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
広
報
強

化
期
間
」
と
し
て
、
声
優
の
雨あ
ま

宮み
や

天そ
ら

さ
ん

に
よ
る
一
人
二
役
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
風
の
Ｗ

ｅ
ｂ
動
画
の
公
開
や
ポ
ス
タ
ー
の
掲
載
等

を
行
い
ま
し
た
。
Ｗ
ｅ
ｂ
動
画
に
関
し
て

は
、
現
在
も
ペ
ー
ジ
下
に
記
載
の
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
か
ら
視
聴
可
能
で
す
の
で
、
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。
当
該
周
知
広
報
を
通
じ

て
、
ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

災害時でも安心!
ワイドＦＭ、知っていますか？　
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ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ（
Ｆ
Ｍ
補
完
放
送
）と
は

災
害
に
備
え
る
た
め
に

ワ
イ
ド
F
M
の
周
知
広
報
に
つ
い
て

ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
の
特
徴
や

Ａ
Ｍ
放
送
と
の
違
い

ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る

受
信
機
に
つ
い
て

ワイドＦＭ対応受信イメージ

ワイドＦＭ周知広報動画
「ワイド FM なら災害時でも安心！」
https://youtu.be/Pj_70T3s6co

90MHz以下しか受信できない95MHzまで受信できる

ワイドＦＭ対応受信機

（参考）ワイドＦＭ非対応受信機



経済構造実態調査に関するＱ＆Ａ

調査実施の年度末からホームページ
にて順次公表予定です。

結果の公表時期は？

インターネット又は郵送に
より回答していただきます。

回答方法は？

この調査は国が実施する調査のうち、統計法により特に重要なもの
とされる「基幹統計調査」として実施するものであり、回答義務が
あります。

回答義務はあるの？

調査票とインターネット回答用の ID を
2023 年５月から順次郵送します。

調査票はいつ送られてくるの？

毎年６月１日時点で
調査します。

調査時期は？

① 全ての産業に属する一定規模以上の法人企業 (産業横断調査 )

② 製造業に属する一定規模以上の法人事業所 (製造業事業所調査 )

が調査対象になります。

調査対象は？

総務省・経済産業省が実施する基幹統計調査です。

経済構造実態調査とは？

21 202 0 2 3  M a y  Vo l . 2 6 9 2 0 2 3  M a y  Vo l . 2 6 9M I C M I C

　

総
務
省
・
経
済
産
業
省
で
は
、
全
て
の

産
業
に
お
け
る
企
業
・
事
業
所
や
団
体
を

対
象
と
し
て
、「
経
済
構
造
実
態
調
査
」

を
本
年
６
月
に
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
全
て
の
産
業
の
付
加
価

値
等
の
構
造
と
そ
の
変
化
を
明
ら
か
に
し
、

国
民
経
済
計
算
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
統
計
）
の
精
度

向
上
等
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
５
年
ご
と
に
実
施
す
る
「
経
済
セ
ン

サ
ス
‐
活
動
調
査
」
の
中
間
年
の
実
態
を

把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
毎
年
実
施

（
※
）
の
調
査
で
す
。

※
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
の
実
施
年

　

を
除
く
。

　

経
済
構
造
実
態
調
査
の
結
果
は
、
国
民

経
済
計
算
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
統
計
）
の
作
成
の
基

礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
ほ
か
、
国
や

地
方
公
共
団
体
の
行
政
施
策
や
、
企
業
の

経
営
判
断
等
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
で
の
活
用
が
見
込
ま
れ

る
都
道
府
県
別
の
２
０
２
２
年
調
査
結
果

は
、
本
年
10
月
に
公
表
予
定
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
同
様
に

２
０
２
３
年
調
査
結
果
は
来
年
10
月
に
公

表
予
定
で
す
。

　

こ
の
デ
ー
タ
を
用
い
る
こ
と
で
、
産
業

の
地
域
特
性
を
分
析
で
き
ま
す
。
下
の
表

は
２
０
２
０
年
調
査
結
果
か
ら
作
成
し
た

主
要
な
産
業
大
分
類
別
の
売
上
（
収
入
）

金
額
（
２
０
１
９
年
実
績
）
の
上
位
10
都

道
府
県
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
す
。

 ２０２３年６月「経済構造実態調査」
 実施のお知らせ 04

経
済
構
造
実
態
調
査
に
つ
い
て

こ
の
調
査
で
わ
か
る
こ
と

2022年調査の結果について 

総務省・経済産業省ではインターネット回答を推奨しています
卸売業，小売業

都道府県　　　　　　　売上（収入）金額 都道府県　　　　　　　売上（収入）金額 都道府県　　　　　　　売上（収入）金額
(百万円) (百万円) (百万円)

1　東京都
2　大阪府
3　愛知県
4　神奈川県
5　福岡県
6　北海道
7　埼玉県
8　兵庫県
9　千葉県
10  広島県

1　東京都
2　大阪府
3　神奈川県
4　愛知県
5　福岡県
6　栃木県
7　兵庫県
8　千葉県
9　茨城県
10  北海道

1　北海道
2　愛知県
3　長野県
4　静岡県
5　神奈川県
6　東京都
7　兵庫県
8　埼玉県
9　千葉県
10  岐阜県

143,443,215 
44,446,000 
34,019,798 
19,556,576 
18,334,689 
16,498,629 
16,139,644 
14,102,157 
12,733,528 
10,186,772 

20,783,765 
2,430,442 
2,195,557 
1,460,305 

922,754 
795,242 
772,403 
740,200 
737,959 
724,675 

308,657 
120,463 
102,513 
100,153 
92,577 
89,284 
80,219 
72,826 
72,559 
67,291

学術研究，専門・技術サービス業 複合サービス事業 (＊1)

◆ 2023 年３月　一次集計結果 
    ・産業横断調査（企業の産業別売上高）

◆ 2023 年７月　二次集計結果 
    ・産業横断調査（企業の産業別付加価値額、事業活動別売上高等）
    ・製造業事業所調査（製造業事業所の従業者数、製造品出荷額等）

◆ 2023 年10月　三次集計結果 
    ・産業横断調査（企業の産業別売上高）

産業大分類別売上（収入）金額 ランキング TOP10

(*1) 郵便局、農業協同組合など、信用事業、保険事業又は共済事業と併せて複数の大分類にわたる各種のサービスを提供する事業所が含まれます。  ※本調査の実施については、株式会社日経リサーチに委託しています。
「2020 年経済構造実態調査」から作成

● インターネットでの回答受付期間中は、24 時間いつでもご都合　　
　 の良い時間に回答いただけます。

● インターネット上のデータの送受信は、盗み見等を防ぎ、安全な
　 通信を行うために、暗号化通信を行っています。

● 調査票の入力のしかたの表示、合計値の計算、入力不要箇所の
　 明示などの補助入力機能があります。

MIC NEWSMIC NEWS
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ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
は
、
無
線
・
電
波
を

使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
技
術
探

求
の
趣
味
で
す
。
多
く
の
方
が
、
国
内
・

海
外
と
の
交
信
や
無
線
通
信
技
術
へ
の
興

味
に
よ
る
通
信
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
交
信
体
験
に
よ
り
、

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
や
電
波
の
楽
し
さ
・
大

切
さ
・
使
う
責
任
を
知
る
・
学
ぶ
こ
と
が

で
き
、
科
学
技
術
や
無
線
通
信
技
術
に
対

す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
交
信
体
験
を
「
き
っ
か
け
」

に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
将
来
の
技

術
者
・
研
究
者
が
育
っ
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

いつでも･どこでも･だれでも

アマチュア無線の交信体験が
できるようになりました!

MIC NEWSMIC NEWS
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1.

2.
3.

～全国のアマチュア無線家により、子どもからシニア世代まで
　　　　　多くの方がアマチュア無線の交信を体験しています～

● 総務省総合通信基盤局電波部移動通信課
　03-5253-5895
　またはお近くの総合通信局・沖縄総合通信事務所へ
● 総務省 電波利用ホームページ　https://www.tele.soumu.go.jp/

お問い合わせ先

体験者向け・交信体験３つのルール

アマチュア無線家の方※が立ち会って、教えてもら
いながらアマチュア無線の操作をします。

（モールス符号による通信はできません。）

交信の始まりと終わりの操作は、アマチュア無線家
の方がします。

その他にもルールがあります。アマチュア無線家の
方の指示を守って交信体験を楽しんでください。

※アマチュア無線局免許人（無線従事者）のことです。

電波利用 検 索

マイナンバーカードの活用事例を紹介！

香川県土庄町

入退室・出退勤における
マイナンバーカードの活用

　

香
川
県
土
庄
町
に
お
い
て
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
空
き
領
域
（
拡
張
利
用

領
域
）
に
土
庄
町
庁
舎
入
退
室
・
出
退
勤

管
理
シ
ス
テ
ム
用
カ
ー
ド
ア
プ
リ
を
搭
載

し
ま
し
た
。

　

以
前
は
庁
舎
内
書
庫
等
に
は
鍵
が
か

か
っ
て
お
り
、
必
要
時
に
管
理
者
か
ら
鍵

を
借
り
て
開
け
閉
め
す
る
方
法
で
し
た
が
、

現
在
は
書
庫
や
サ
ー
バ
室
、
休
日
の
庁
舎

出
入
り
口
に
入
退
室
用
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

を
設
置
し
、
権
限
の
あ
る
職
員
だ
け
が
入

室
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
為
、
鍵
の
管
理

が
不
要
と
な
り
非
常
に
利
便
性
が
高
く
な

り
ま
し
た
。

　

職
員
か
ら
は
、「
鍵
を
借
り
る
手
間
が

省
け
て
便
利
に
な
っ
た
。
権
限
の
あ
る
職

員
だ
け
が
入
室
で
き
る
た
め
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
面
も
安
心
。」
と
好
評
で
す
。

　

ま
た
、
庶
務
事
務
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し
、

職
員
の
出
退
勤
情
報
、
時
間
外
勤
務
の
申

請
や
休
日
出
勤
の
情
報
を
一
元
管
理
し
て

い
ま
す
。

　

職
員
の
出
退
勤
時
刻
の
客
観
的
な
把
握

に
加
え
、
デ
ー
タ
で
把
握
す
る
こ
と
に
よ

る
事
務
負
担
の
軽
減
、
時
間
管
理
意
識
の

向
上
に
よ
る
超
過
勤
務
の
縮
減
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

土
庄
町
で
は
こ
れ
か
ら
も
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
お
よ
び
カ
ー
ド

取
得
後
の
利
活
用
シ
ー
ン
の
拡
大
に
寄
与

す
る
取
り
組
み
を
進
め
、
町
民
生
活
の
利

便
性
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

入退室時におけるカードリーダー使用の様子

庁舎出入り口

e d i t o r i a l  n o t e
編 集 後 記

　

５
月
号
を
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
の
「
地
方
の
か
が
や
き
」
で
ご
紹

介
し
た
の
は
、
東
京
か
ら
約
１
４
６
㎞
、

大
阪
か
ら
約
４
１
０
㎞
の
位
置
に
あ
り
、

北
に
は
世
界
遺
産
の
富
士
山
を
南
に
は
駿

河
湾
を
望
む
景
観
に
恵
ま
れ
た
静
岡
県
富

士
市
で
す
。

　

今
回
の
取
材
で
知
っ
た
の
が
、
衛
生
用

紙
（
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
テ
ィ
シ
ュ

な
ど
の
家
庭
紙
）
が
国
内
屈
指
の
シ
ェ
ア

を
誇
り
、
多
く
の
優
れ
た
特
徴
を
も
ち
、

様
々
な
製
品
へ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い

る
新
素
材
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー

の
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

ま
た
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
新
富
士
駅
か
ら

東
京
駅
ま
で
は
お
よ
そ
70
分
と
新
幹
線
通

勤
・
通
学
に
も
と
て
も
便
利
と
い
う
こ
と

な
の
で
、
交
通
ア
ク
セ
ス
に
恵
ま
れ
た
富

士
市
の
今
後
の
発
展
に
注
目
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
は
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。（

広
報
室　

D
・
S
）

 広報誌 ｢総務省｣ についてのご意見・ご要望は、電子メールでお寄せください　MAIL ▶ kohoshi@soumu.go.jp
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